
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 
 

１ 結果のまとめ 

（１） 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

（２） 山形県体力・運動能力調査結果 

（３） 体力の推移 

 

２ 令和７年度児童生徒の体力向上対策会議 

（１） 県教育委員会説明 
（県の現状、体力向上推進委員会での指摘等） 

（２） グループ協議 

 

３ 山形県教育委員会の今後の取組みについて 

  

 ４ 令和８年度山形県児童生徒の体力向上対策 
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１ 結果のまとめ 

（１）全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

  表１ 令和７年度 本県児童生徒の種目別結果と体力合計点の全国平均比較 

（〇：全国平均を上回った種目、△：全国平均を下回った種目） 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 全国 

平均超 

合計 

体力合計点（点） 

握力 
上体 

起こし 

長座 

体前屈 

反復 

横とび 
持久走 

20m 

ｼｬﾄﾗﾝ 
50m走 

立ち幅 

とび 

ボール 

投げ 
山形県 全国 全国差 

小学校 

５年生 

男子 ○ ○ △ ○ 

 

○ △ ○ ○ 6 53.80 53.03 +0.77 

女子 ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ 6 55.35 53.98 +1.37 

中学校 

２年生 

男子 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 9 43.01 42.06 +0.95 

女子 ○ △ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 8 48.30 47.46 +0.84 

 

○運動・スポーツが好きな児童生徒の割合      88.7％（R6）⇒ 88.0％（R7）※ 

 
 

（２）山形県体力・運動能力調査結果 

≪総合評価≫ 

○中学校女子の全学年及び高校男子の３学年が、総合評価Ｂであった。 

○その他は総合評価Ｃであった。 

≪項目別得点による分析≫ 

○小・中・高等学校男女とも、「上体起こし」「反復横跳び」は良好な項目であった。 

○課題となる項目は下表のとおりである。 

小学校 低学年 男子 握・50ｍ・立・ボ 

小学校 低学年 女子 握・50ｍ・立・ボ 

小学校 中学年 男子 握 

小学校 中学年 女子 なし 

小学校 高学年 男子 なし 

小学校 高学年 女子 なし 

中学校 男子 握力・立ち幅跳び  

中学校 女子 ボール投げ 

高 校 男子 ボール投げ 

高 校 女子 ボール投げ 
 

    

 

（３） 体力の推移 
 

○ 児童生徒の体力は回復傾向であるが、新型コロナウイルス感染症流行以前の水準

には至っていない。 

  小学校において、男子で昨年からの回復傾向は継続している。 

  中学校において、男女とも回復傾向である。 

  高等学校において、女子で回復傾向である。 

○ 種目別の推移では、ほとんどの種目が回復傾向である。 

 

＊第7次山形県教育振興計画数値目標 
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２ 令和７年度児童生徒の体力向上対策会議 

 

日時：最上・置賜・庄内 令和８年２月 10 日（火）14:30～16:30 

   村山       令和８年２月 12 日（木）14:30～16:30 

 

会場：オンライン 

 

 

  開会行事（県教育委員会あいさつ） 

  県教育委員会説明（体力結果報告） 

  地区教育事務所説明 

  グループ協議Ⅰ 

 テーマ「1 学校 1 取組みの共有」 

「子どもたちの体力や運動能力について」 

  グループ協議Ⅱ 

 テーマ「子どもたちの事例から指導方法を考える」 

  県教育委員会説明（今後の取組み） 

  閉会行事 

 

＜県教育委員会説明＞ 

 



- 4 - 

 

 

 



- 5 - 

 

 



- 6 - 

 

 

 

 



- 7 - 

 

 

 



- 8 - 

 

 

 



- 9 - 

 

 

 



- 10 - 

 

 

 



- 11 - 

 

 

 



- 12 - 

 

 

 



- 13 - 

 

 



- 14 - 

 

 

 



- 15 - 

 

 

 



- 16 - 

 

 



- 17 - 

 

 



- 18 - 

 

 

 



- 19 - 

 

 

 



- 20 - 

 

 



- 21 - 

 

 

 



- 22 - 

 

 

 



- 23 - 

 

 

 



- 24 - 

 

 

＜グループワークについて＞ 

 

グループワークⅠについて（   ）

・    （  地   学年 校務     動 ど）

・ 生方   ている子どもたちの体力や運動能力の  について グーグル ライ に   て  さい

・ 学校の 学校 取 組みについて
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グループワークⅡ について（   ）

ある 子児童・生徒のつ や  

      ール   を てた    の時に る   ー 
の にいる    もい い       ー いら る  

ある 子児童・生徒のつ や  

マラ ンの   つらか た ど  イ       て   
か た      たら る    い   の   い  に
    た 

  後に    つ や  あ た   ど     
 児童生徒の   教 の        考えてみて  さい 
  の後 グループ 協議を  い    （ ライ に   る）

グループワークⅡ について（   ）

  能 に て   指導 る かか   い    の  運動    生徒を  ー につ る   の  さを        る   ー  会を   る

運動      さ をも   いにさ るの ど   か       考えた後 グループ 協議 て  さい 
（協議の内 を ライ に   る）
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グループワークⅠの ライ の例 
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グループワークⅡの ライ の例 

 

        

                             

                   
                    
                 
        

                                
                               
               

             

    

グループワークⅡ

 子児童生徒のつ や   の  
・ いている場所を  た結果 ・    場所を     た結果 
・ど に動  いいか から い   の 方を指導 る
・  の        のみ   や   の    い   に  てルールを える   ある

学校  ： ７  

 子児童生徒のつ や   の  
・「 か   ー ライ 」に向 ら る    か 
・ イ に  を向   た 体を動か   さを教える
・ど  たら   たの  考えさ る  に る さらに上を 指 る     を た る
・  方を   て    る

   児童生徒 の指導
・ ー を子どもに  さ る（力を  に る）
・ 員 やる時    子や   子   る時 あ てもいい い   子  る     い
・   子    子 組  る時   の  を  に    る
・ ち    も ど  たらさらに い動 に るかを考えさ る か 
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グループワークⅡ

 子児童生徒のつ や   の  
・生徒の  ：  ー い      ー に    てい いの   （ ール    い場所）

教員の  ：た  もい い所        や    ーに  る 置を 体に共有 たい

学校  ：    

 子児童生徒のつ や   の  
・生徒の  ：や   た      の場の   

教員の  ：   て運動 て  い

   児童生徒 の指導   ー  会を や       い    い 
（指導例）
   能の    ー の   開
 生 教える場  生徒の   の  
  の  （ る       える どの  から   ）
 動 や いグループ  
   ても い     （オ  ンテー  ンから）
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３ 山形県教育委員会の今後の取組みについて 
  県内全ての小・中学校・高等学校・市町村教育委員会・各教育事務所の連携を進めながら、児童

生徒の運動習慣の充実と体力向上を図っていく。 

（１） 体力向上推進委員会を開催し、今回の調査結果・分析について、有識者から助言をいただく。 

（２） 地区ごとに体力向上対策会議を開催し、本県の課題を各学校に共有する。 

（３） 各学校はこれを受け、体育授業の工夫改善や、学校全体の体力向上に関する「１学校１取組

み」等の取組み、家庭と連携した取組みの推進を行う。 

 

【体育授業の充実と学校課題に応じた効果的な「1学校1取組み」の推進】 
※1 学校1 取組み：各学校が主体的に行う体力づくりに向けた取組み 

ア. 運動の特性に触れ、運動の楽しさを味わうことができる授業づくりを促し、運動の日常化を図

る 

イ. 地域の実態や発達の段階に合わせて、体力向上につながる授業づくりと学校の教育活動全体で

行う体力づくりの実践を促す 

ウ. 「体つくり運動」の充実を図る 

エ. 「体育理論」の充実を図る（中学校・高等学校） 

【各種研修会の実施】  

ア. 「令和８年度体育・保健体育指導力向上研修」受講者より、小・中・高等学校の教員対象に体

育実技指導者講習会を実施する（小学校は教育事務所単位で行う） 

→開催予定日令和８年７月１、２日 

イ. 小学校教員等を対象に楽しい体育授業づくり指導者講習会を実施する 

ウ. 中・高の保健体育科教員を対象に柔道安全指導講習会を実施する 
 

【山形県体力・運動能力調査システムの活用】 

ア. 各学校が児童生徒の体力や運動習慣等を把握するために、小学校、中学校、高等学校において

全学年・全項目を入力する調査とする。（令和４年度より） 

イ. 児童生徒が自分の体力を把握したり、学校と家庭が子どもの体力向上について連携を図る資料

としたりする。 
 

【次代を担う子供の元気アップ推進事業】 

◎子どもの体力向上推進委員会による体力向上の取組みの推進 

ア. 小・中・高等学校合同の体力向上対策会議を実施する 

イ. 効果的な取り組み事例の共有化（「楽しく体を動かそう」DVDの活用促進を含）を進める。 

◎令和の日本型学校体育構築支援事業の実施 

ア. 武道指導推進モデル校４校を指定する。指定校に対し、武道に係る地域スポーツ指導者等を派

遣し武道領域の体育授業の充実と体育担当教員の資質向上を目指す。 

イ. 安全で効果的な小・中学校体育授業の充実に向けて外部指導者を派遣する。 

 

【子どもの健康づくり連携事業（学校保健）との連携】 

ア. 学校における健康課題解決に向けた協議会を開催し、児童生徒の発育や疾病状況を把握すると
ともに、運動の習慣化はじめ生活習慣の改善等について検討を行うことで、体力向上の促進を
図る。 



２ 山形県の体力の現状 

３ 山形県の運動に対する意識の現状【小学校５年生・中学校２年生】 （ ）は全国平均 

４ 令和８年度山形県児童生徒の体力向上対策 

１ 児童生徒にとっての体力とは 
「体力は、人間の発達・成長を支え、人として創造的な活動をするために必要不可欠なも

のである。したがって、体力は、人が知性を磨き、知力を働かせて活動をしていく源であ

る。また、体力は、生活をする上での気力の源でもあり、体力・知力・気力が一体となっ

て、人としての活動が行われていく。このように、体力は「生きる力」の極めて重要な要

素となるものである。」 子どもの体力向上のための総合的な方策について（答申）平成 14 年９月 30 日中央教育審議会 

  

                     

 

 

 

 

４ 体力向上推進委員会（有識者）での指摘 

（１） “楽しい”体育・保健体育授業の推進 

（２） 体育・運動と保健・健康の関連を図っ

た指導の充実 

運動意欲の向上 

健康意識の向上 

運動習慣の改善 

  

５ 山形県の児童生徒の体力向上対策のイメージ 

児童生徒の体力の向上 

 

児童生徒の運動に親しむ態度の醸成 

 

児童生徒の運動意欲の向上・運動実施率の増加 

 

        運動・スポーツが好きな児童生徒の増加     

 

教員の指導力の向上（体育授業等の充実） 

学 校…学校全体で自校の児童生徒の体力、運動習慣について共通認識を持って取り組む 

○ 体力・運動能力調査の実施 

○ 自校の体力向上の課題の確認・分析 

○ 1 学校 1 取組みの実施（体育授業以外の取組みの推進） 

○ 教員の積極的な講習会の参加、講習内容の伝達・徹底 

○ 学校・家庭との連携（家庭への発信力の向上） 

県教委…学校・市町村教委・各教育事務所と連携しながら取り組む 

○ 体育授業の充実のための指導力向上を目指した各種講習会の開催 

○ 好事例を共有するプラットフォームの作成 

○ 1 学校 1 取組みの推進 

○ 山形県体力・運動能力調査システムの活用 

○ 次代を担う子どもの元気アップ推進事業（体力向上推進委員会開催・令和の日本型学校体育構築支援事業） 

○ 子どもの健康づくり連携事業（学校保健）との連携 

 

・小学校、中学校ともに男子は回復傾向。女子は横ばい。 

・男子はコロナ禍前の水準に近いが、女子は戻っていない。 

・運動やスポーツが「好き」「やや好き」⇒ ８８．０％（８７．１％） 

・体育の授業が「楽しい」「やや楽しい」⇒ ９０．５％（９０．１％） 
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